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本格的な調査には壷っていなかった。ところが,１９８３

年にllll1県宇部IIブト請川|判遺跡の発掘1淵査が実施され，

岩盤から行鍋を切り出した跡が明らかになったことによ

り（宇部市土地開発公社・山口県教育委貝会,1987),

ホケット遺跡に次くゞ弗言の生産遺跡の存在が確認される

ことになった。

ホゲット遺跡をはじめとする西彼杵半島一帯の生産跡

は規模も大きく，各地で出土する石鍋の多くはこの地域

からもたらされたことが従来から予想されていた（下川，

１９９２;水戸,1993,1995)｡しかし，こうした生産・流

通体系の中に下請川|*i遺跡をどのように位置づけるのか

という亜要な課題は，木解決のまま残されていた。

もし，生産地によるｲf鍋の素材特性に述いが見つかれ

ば，東北地方から沖縄県までの各地の消fY遺跡で見つかっ

ている滑石製石鍋の産地が特定でき，中世における商AII!

流通経路，流通機構や経済圏などを検討する上での重要

な基礎データを提供することができるだろう（下川，

1984；木戸,1993)｡

今岡ほか(2005)はホゲット遺跡および下請川南遺跡

の製作遺跡から出士した滑石製石鍋の原材料（滑石片器）

の岩石記載学的特性や粁石の化学組成について比較研究

１ ° はじめに

淵ｲ隈石鍋は,lﾉLill本を中心とする,ii代末から中11tに

かけての遺跡において''１上する特徴的な煮炊容器である

(下川,1974,1992;木戸,１９９５など)。とくに九州・

瀬戸内・近畿地方での出士例が多いが，東日本でも鎌倉

において集中的に出|することが知られている他（馬淵，

1987),近年はlll形・岩手両県における出t例もまとめ

られている（高橋,2003)｡また，中肚の集落遺跡とし

て将名な広島県福lll'l丁の草戸千軒町遺跡では,2,171点

にもおよぶ滑石製,１１１１が出上し，そのうちの８７８点は埋没

IIIF期が確定でき，イi鍋の変遷や暦年代が推定されている

(鈴木,1998)｡

イi柵の生産地としては古くから踵|崎県西彼杵半島一帯

の遺跡が知られており，西海市大瀬戸町のホゲットイT鍋

製作所跡（国指定史跡，以下ホゲット遺跡という）では

発伽1洲査も実施されている（長崎県大瀬戸町教育委員会，

1980)。さらに,１９６１年以降に実施されたll｣口県宇部市

域遺跡群学術調査団による調査では，宇部11丁域でも禰鍋

未製IW!が採集できることが報告され，この地域にも生産

地が存在することがｆ想されていたが（藤田,1968),
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されたものは,1,1防滞と三波川帯にlil堀する変成端とし

て区分されている。西彼杵半島に分布する変成V纈は，

9500〃ｲ|ミー6000ノj年の放射年代を'｣くし（服部ほか，

1993),:.波川州;に↓,II偶する｡｣Rlllｉ変成Y胸1はおもに泥

画片洲と砂髄１１-粁からなり，少姓の鮒I{ﾉIL'lylill･VI,雌質片

粁および蛇紋V}flI(滑石片岩を含む）を伴う。蛇紋肖類

は岐人朧１kmから，娘小径１m位までのili一粁体とし

て泥面片洲．｛沙蜜片岩，塩基'ly'k片岩'|1にレンズ状や梢|!１

形の粁休として挟まれている。蛇紋岩顛が泥硬片岩や砂

質片瑞!|!に挟まれている時，通常以下のような架'ili構造

が認められる｡(a)塊状蛇紋岩,(b)片状化した灰白色な

いし乳''1色の淵イi)l･岩、c)巨品アクチノ閃イiと濃緑色

緑泥ｲ｢とからなる,冊状緑灰色邪で淵ｲiを伴う､d)優１２１

色ないしlll,f緑色，紺光沢を示す|'1241:j:-絲泥ｲ〃|-W｡こ

のようなｊ唯状'序から淵ｲi片瑞は，蛇紋洲と泥画片岩・砂

IT１１･WMならびに蛇紋岩と塩基'|'|畠片瑞との|H1に形成され

た反応,Ⅲ:の櫛成Vmであったと考えられる(IﾉLilll,1989)。

したところ,l,lj遺跡の素材を識別する’三で非常に有効な

指標を兇いだすことができた。すなわち,r附イィ片岩を

MII微鏡|､で観察すると，滑ｲfの粒度が火きく災なり，ホ

ゲット遺跡の洲イi(>0.1mm)は,|､̅!;,'i川|､椥辿跡のそ

れ(<０.１mm)に比較して粗粒である｡｢2!|､.!;, ' i川南遺

跡川|員の!式料には''1唖紀花崗岩による接触変成作川によっ

て生成したIIi[|XMLiが産出するか，ホゲット辿跡の試料で

は直閃イiが兄られない。そこでそれらの脂楪に』ifづいて

瀬戸内海地域の'l!lltの消費遺跡出士のイi鍋のﾉ唯地推定を

行い，その概要を報告した（今岡ほか，2005)。しかし．
ノドli'1ほか(2005)では取り扱った遺跡が多数であること

や，紙liliの都合で分析値などの雄礎データの!;､妹ll1が報告

できなかった。これらの雌礎データは，ノテ後符地の消凸

辿跡で川ｋするイi鍋のj唯地惟定をｲｊう|zで!胚!異な･|i'i州と

なるものと思われる。また，その後ホゲット辿跡と|､̅,i,'i

川|椥辿跡川ｋｲi鍋の鉱物の化学組成についても検!;､Ｉした

ところ，イi鍋脱材料を特定する上で砿唆なデータを得た．

そこでこの小論においては，ホゲット遺跡および卜請川

南道跡に限って瑞石と鉱物の化学ﾎll成の!;､僻lllを|ﾘlらかに

し，広,IMIL!Y(戸千!＃|町遺跡出十のイi鍋のﾉ唯地帷定を試み

2.2下請川南遺跡
に し き わ

llII１県'j-:部市人字１回岐波字笹尾に位慨し，付近の通称

名をト.I;i'i川と称する。宇部Iけ土地|荊発公ﾈ|:･ll111県教育

委員会(1987)によって遺跡の調査結果の!;､僻lllが報告さ

れている。それによると，遺跡は標I司約８５mの丘陵一

僻に分1jする。検川された遺構には，イi蝸呼淵ｲi素材採

伽跡，採伽ll､);のイili:iや製作途!|!に破批したイi蝸呼木製111h

の投棄されたズリ|||，テラス状辿椛がある。ｌｌＩｌＬた迩

物には，イi鋤木製砧，棒状末製〃１．版状木製IIIIIIがあり，

石蝸木製I1I11Iが人､ｆを占める。完成したイi鍋製lIIIIIは１点も

認められなかった。この製作所跡の時代的位i趾づけにつ

いては,t器などの手がかりとなり得る辿物を金く出土

していないため､|f11然としない。しかし，イi鍋木製〃,の形

状から光成1111!の形態を推定し，従来川ｔしている石鍋製

６１１１の細年に対比するとすれば，森田(1983)による編年

のCIIﾄに近いものとみられることから,Lflll｣̅lllf代ごろ

と椛定されている。

この庇|唆および｛､｣･近の地面は,２1u３０００〃～１億

6000ノJ.{|;の放射ｲｌｉ代を示すA'1防変成ﾈ!i(Nishimura,

1999)に隅する泥蘭片岩，砂質片岩，塊ﾉif'|'|§片Vf，変斑

れい聯，蛇紋Ｙｉおよびそれに随伴するi'|'ｻｲi片聯，アクチ

る

2．ホケット遺跡と下請川南遺跡の概要と
地質学的背景

2.1ホゲット遺跡

lAllldil!llﾉLi"'lj人噸戸lll｣-に位悩し(Ixll),lill liiﾘIL人瀬

戸lll｣教育姿jia(1980)による,;'filllなflif'fがある。遺跡

から発兄された資料は石鍋粗製品の欠批したものがほと

んどで，そのほかにスタンプ型製II,i!(使途ｲ《lyl)もわず

かに川ｔする。ホゲット遺跡で未製,１１１!を多l,tに含む炉跡

で採取された木炭について915±７０年B.P.と970士１００

年B.P.のｲ|§代が得られている（止林・ド川,1981)。こ

れは一般にｲ7鍋が生産され，使川されたｲﾄ代が，共作遺

物から､|え'典ll,f代後期から鎌倉時代初期とされていること

("l l l ,1960)と矛屑しない。

辿跡|､l近の地面については服部ほか(1993)によって

,洋述されている。それによれば，股|||〃変成珊蹴（服部，

1992)とよばれる低温・高圧型の変成V胸1からなる。西

村ほか（2()04）による最近の研究では，暖'''6変成岩類と

２
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図１長崎県ホゲット遺跡および山口県下請川遺跡の位置|xIおよび九州および'li１rl地方西部における変成岩類および花崗岩類の分布IXI(服
#|;,1992)
l :新第三紀花崗岩釦,２:白亜紀後期花崗岩類,３:白IHi紀後期花崗閃緑岩類,４:白IHi紀斑れい岩類，
５：,自i温低圧堀変成岩類，６：高圧低温型変成岩麺，７：蛇紋岩瀬，８§古堆代斑れい岩類（一部先シルル紀)，
９：先シルル紀花崗岩類・変成岩,１０:|析層

Fig・lMapshowinglocationsofHogettoandShimoukegawasitesintheNagasakiandYamaguchiPrefecture,respectively,Japan
togetherwiththedistributionofmetamorphicandgraniticrocksinKyushuandwesternChugokudistrict,SWJapan
(Hattori,1992).
l:Ncogenegranites,２:LateCretaceousgranites,３:LateCretaceousgranodioritc,４:Cretaceousgabbro,
５:HighT/Pmetamorphicrocks,６:LowT/Pmetamorphicrocks,７:Serpentinites,
８:Paleozoicgabbro(includingPre-Silurian),９:Pre一Siluriangranitesandmetamorphicrocks,１０:Majorfault.
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〕亡素では,Ga(ガリウム）にも有意の差異が認められ

ホゲット遺跡の試料は下請川南遺跡の試料に比較して，

Gaに富む（衣l; Ix I３)。

ノ閃石岩などからなるｃ宇部市域の蛇紋岩に伴われる鉱

物の詳細については渋谷(1973)や渋谷・原田(1980)

に詳述されているので参照されたい。下請川南遺跡の北

部には後期白亜紀の黒雲母花崗岩が広く分布し（図l),

周防変成岩に接触変成作用や熱水変質作用を与えている。
4．鉱物の化学組成

石鍋原材料として使用された滑淌片岩を構成する鉱物
の化学組成について検討した。鉱物の分析には広島大学

自然科学研究支援開発センター(N-BARD)に投置の

日本電了社製電子プローブマイクロアナライザーJCM

A-7３３１１を使用した。分析条件は，加速電圧１５KV,

試料電流18nA,ビーム径５〃である。補正計算には

ZAF法を川いた。

３．全岩の化学組成

長崎県のホゲット遺跡と山口県の下請川南遺跡の滑石

製石蝸未製品各２０試料について，全岩の化学組成を検

討した。全岩の化学組成とは，岩石を構成する個々の鉱

物の化学組成ではなく，岩石全体の化学組成のことであ

る。分析試料の粁石記載については今岡ほか(2005)を

参照されたい。ホゲット遺跡の試料(NHシリーズ）に

ついては，遺跡内に散在する石鍋未製II川ﾘ,資料を採取し，

その一部を分析試料として調整した。採取にあたっては，

ノミ跡など明らかに加下の跡が見られるものを選んだ。

宇部の下請川南遺跡の試料(YUシリーズ）については，

山口県埋蔵文化財センター所蔵の資料を中村が選出し，

検討に供した。それぞれの資料の一部を分析試料として

調整し，主成分および微量成分の化学分析を行った。主

成分および微量元素 ( V , C r , N i , C u , Z n , G a , R b ,

S r , Y , Z r , N b , B a , P b )の分析は，山口火学総合科

学実験センターに設置の理学電機製全自動蛍光Ｘ線分

析装置(R IX3000 )を用いて行った。蛍光Ｘ線分析

(XRF)による測定方法は，梅本ほか(2000)に従った。

主成分および微量元素の分析とも全てガラスビードで行

い，融剤としてドイツM e r c k 社 製の混合融剤

SpectromeltA12(四ホウ酸リチウム６６%,メタホウ

酸リチウム３４％）を用いた。混合融剤を用いることで

融点をFげ，均質なガラスビードを作ることができる。

世界の各種岩石標準試料の分析結果や分析精度も，梅本

ほか(200())に記載されている。H20(±）は重量法に

よって定量した。

分析結果を表ｌに示す◎表ｌの右端には平均値と平均

偏差を示した。微量元素のうち,Y ,Z r ,NbおよびBa

については低濃度で，梅本ほか(2000)による検量線で

は精度よく測定できなかったので記載しない。ｉｉ成分元

素ではホゲット遺跡の試料は下請川南遺跡の試料に比岐

し,A l j０３に富み,S iO3に乏しい（表l ; F I２ ) ｡微量

4 . 1 滑石

ホケット遺跡および下請川南遺跡の滑石の化学組成を

表２に小す。滑石片岩の主体をなす滑石についてみると，

下請川南遺跡の試料ではmg#[１００×Mg/(Mg+Fe)

比］が９１-９６,ホゲット遺跡の試料のそれは９２-９６で，

後者にやや'４比が高いものが多い(U４)｡図４に示す

Mg/(Mg+Fe)比とAl20３の関係からみても滑石の化

学組成によってホゲット遺跡と卜請川南遺跡の試料を識

別することは困難であることがわかる。

4 . 2角閃石族

Caを含む蝋斜町閃行（トレモラ閃石・アクチノ閃石）

の化学組成を衣３に示す。ホゲット遺跡の角閃石の

Mg/(Mg+Fe2=)比は0.90-0.94,下請川南遺跡の角閃

石の同比は0.830.87で，両者に明瞭な違いが認められ

る｡Leakeeta l . (1997)のSiとMg/(Mg+Fe2| )比

の関係を小す図では，ホゲット遺跡の角閃石はトレモラ

閃石の領域に，卜請川南遺跡の試料はアクチノ閃石の領

域にプロットされる（図５)｡

下請川南遺跡の試料のカミンクゞトン閃石の化学組成を

表４に示す。Mg/(Mg+Fe｡辛）比は０.７６０.８２を，

Al203は1.01.6%を示す。

下請川南遺跡の試料の直閃石の化学組成を表５に示す。

Mg/(Mg+Fe2̅)比は０.８０-０.8７を,Al２０３は0.20-

0.81%を示す。
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4 . 4力オリン

ホゲット遺跡のカオリンの化学組成を表７に示す

オリン鉱物は３６％のAl20;を含む。
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下請川南遺跡のクロムスピネルの化学組成を表８に示

す。クロムスピネルのCr/(Cr+Al)比は0.56-0.71で，

Crに富むCr-spinelである。

■
＋
戸
川
-
川
叶

㎡
■
＋
＋

皐
電

十
十

十

米

■

＋
＋

等
ロ下請川南遺跡
■ホゲット遺跡

十峯草戸千軒町遺跡
5．結果と考察

_丑豐且 ５．１．石鍋の全岩化学組成の相違について

石鍋の原材料として使用された滑石片岩の令岩化学組

成は，構成鉱物の種類や化学組成，およびそのモード組

成（量比）によって変化する｡|則じ遺跡から出土する{|#l"
の試料の成分差を議論できるだけの詳細なデータを持ち

合わせていないが，おもに滑石から構成される石鍋の全

岩化学組成は，当然ながらその主要構成鉱物である滑祠

の化学組成に類似し，石蝸は重最にして６０%lil後の

SiOＪと３０%未満のMgOを有している。

既述のように，ホゲット遺跡と下清川南遺跡の石鍋の

令岩化学組成についての比較検討結果から，間者には

SiO2,Al２０;およびGaに僅かながら有意の差が認めら

ｰ ロ

０ １ ２ ３ ４ ５
AI２O３wt・妬

|xl3滑石片岩のA120ｺとGaの関係
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4 . 3 緑泥石

ホゲット遺跡の試料の緑泥石の化学組成を表６にぷす。

緑泥石はSi=5.8-6 .9 ,Fe/(Fe+Mg)<0 .18で,c l inoc

hlore-penniniteに属する。Al20;は11-18%含まれ

る。
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れ,SiO2-ALO:, IxIｋで一部砿捜した飢域をもつものの

おおまかに織り|｣できる可能‘|ｿ|かあることがわかった。こ

のうちGaは典墹的な"dispersedelemenl' 'の１つで，

極めて稀にしかこれを主成分とする鉱物(ga l l i t e ,

soehngcite)をつくらず，いろいろな鉱物に少1,t仔ｲli

している｡lx i3を兇ると,Al20 ; ;の多い試料にはGaも

多い。このことは。ガリウムとアルミニウムがA11期律表

でInlじ３Bのﾀ11にあり，結晶化学的な特'|/|ﾐが斌似してい
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今今今。今

今今②。②

鈎再・谷⑫
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筈
毫
茶
、
筆
ｅ
導
宝
ヨ
ー
唖
判

いつ。色争
争⑤。ｅ

自今ロ今
℃一ロ一

℃＠．トベ
ベ今、今

。『今
今輔。つ『

卜②。今
弓ぺ。今

ｃ今。つ
め○・ｃｍ

卜寸Ｃｏｍ胃

④やつ。一

命寺②。今

守べ今。今

刷叩卜。吻

副今己・今

刷ぺつ。色

幸やく冒
今②今。つ

韓今今。つ

今ｃつ。一
叩めつ。一

つ今争。今
べ守。。卜

ベペョ③

、今、つ
め③。今

副『つ
卜今。追副

的己。つ
唖『・今

砲色。⑤
卜ＣＯ今

冒的。幸
一一。今

『ぬ。守岫
迫争④。寸冒

今＠つ。今

⑨今②。今

②『ｃｏっ

ぺ輯や０ｍ

守今④。己

○冒今口つ

トト『目

今今今。今

蝿②合。つ

つ、②。つ

今℃ｃ、今

＠つ今。今

一寺③ロト

函叩。叩ａ

④今◇今
守つ。今

叩『・＠
ぬ○・トベ

『今。色
や『色

ａ守。ａ
一『今

いめ。②
つ今◇つ

めの。眠い

卜③。●守冒

争争幸。ｃ

『百つ。ｃ

ペ副⑤。今

的句ト。晩

『今⑤。今

⑤『今。己

寸今『『

つ今③◇今

冒『今。つ

卜の⑤。ｃ

寸ぶつ。今

今今つ。今

、卜争。卜

吻閂・叩③

②ｃｏｅ
叩つ。今

村『今
ぺ『”ぺ

叩②。つ
めつ。争

哩色。輔
卜つ・今

唖寸。今
②幸。ｃ

岫叩。卜叩 竈 塞 竈 竈 畿 巽 霊
的 - - - - - 冒 一 幸 い 一 一 一 守

一

眠助・迫ａ

争今。②
刷今。つ

Ｇ
『
⑤

めち。卜く

い幸。今
めい。今

色守．つ胃

餉今。今
トペ。一

百つ。今
吟吻。卜吻

のｅ今や叩一

②＠つ。つ

いつつ。争

韓副つ。つ

③ａ＠・叩

四つ②。つ

αめつ。つ

③ａ『再

飼吾②。争

らつ②。色

一『一。つ

守翰色。今

『つつ。一

℃ＣａＯ隈

由つ・ＣＧ

今つ。今
守一。つ

色『全
的寺。トベ

今『つ
くぺ・今

吻叩。争冒
いつ。一

。寺。つ
つつｏ今

卜。ｂ追い
岫今②０ｍ『

つ早早。⑤
［【一・今

叩胃②。一

つ今準・吻

胃『色。つ

色ぺつ。つ

。や『『
ぬ叩今。今

③ｃｃ。一
ト今つ。一

寸ト色、今

今今今。邑

埠副争、卜
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『②つ。叩『

今＠つ。②

。戸一。今

輔細色。一

べつ準．岫

守胃つゅつ

。べ今・一

両寺『『

痴今色◇今

］胃つ。一

『叩③申ｃ

『叩今。今

】ｃｃ。一

句寸包・卜

卜『卜ａ
二。。②

色つ。つ
『利。一

寸叩。的刷

『目・つ
叩『つ

『ペ。団
卜つ。今

め由。つ
くつり今

迫寺。的岫
叩Ｇａｏ寸『

嵩今つ。＠

℃『今。つ

『ぬつ●②

守胃輔。岫

圃胃今。つ

卜宮今。今

めいＣ言
今つ争画つ

輔寺つ。つ

刷寸ＣＯ②

『『つ・っ

ぺ今つ。⑤

○的Ｇｏト

②卜．や○

宮つ。つ
ゆ一。つ

く『一
。命。ぬく

⑦ＣＯつ
寺『つ

今今。ａ
『『・一

②守り②
今一。今

ａベ。坤吻
卜⑱ａｏ寺『

冨今今。一

迫胃つ。色

的胃今。ｃ

や幸輔。叩

⑤胃。。-

℃再争。今

南的今菖

今今今今今

べ百一。つ

じ卜つ．一

両つ今。＠

つつ今◇今

卜Ｇａｏ吟
。
＆
爵
畠
弓
冒
芦
叩
器
◎
畠
《
追
積
Ｕ
言
騨
逗
・
〔
芝
・
身

向輔。叩③

つつ・一
ト今。一

℃『・つ
卜刷・ぬべ

く『今
ぺ『今

串ａｏぬ
ぺ弓今

卜叩。今
『今。つ

つ守。眠吻
のｃｃ・叩『

や一幸。⑤

争冒今・己

ずぺ今。ｃ

迫両的。叩

両『④。ｅ

寸再つ●今

のめつ筥

翰ｃｃ。つ

的『幸。幸

べ守今。⑤
『ｍｃ。今

弓今色ｏ色

⑦守阜。卜

唖餉。い②

今今。ｃ
卜舎。一

ｍ今。一
命守。”く

め『・今
”『今

＠ぬ。め
的『つ

争守。阜
戸②。-

今吻。ト叩
ぺ今つ。吻一

今幸つ。つ

、『ＣＤ今

卜⑤今。つ
寺や蝉。吻

守『ｃ・つ
再くつ。②

ａ『今。『
卜つ今。今

守『色。つ

ゆの今。争

守寸今．今
『今邑。ｃ

口吻③。罪

卜守り寺。

今つ。つ
め今。今

眠色・争
いの●範べ

”今。今
刷『今

㈲寺。卜
今『今

『の。⑤
今今。一

ｍａｏト晩
や③函。寸胃

今今今。今

翰④今●今

つ戸今。一

両ト唾。叩

ａ③今、今

守胃つ。邑
胃ベ唾、今

刷守つ。色

『弓ＣＯ今

『唖一・今

・つつ。今

今今今“今

迫叩つ。鉤

一再一○一函再之飼Ｑ
函弓と画ｚ

巨
星

』も居
←池堅』Ｕ

ｌン一記
三一ミー』哩切

馬
Ⅱ
。
毎
皆
ｃ
害
３

讐呂一ｃ生

◎之。〔釘
一馬｝○芦

○
副
望

①劉母之
○
毎
９

ｃ
ｍ
星

ｃ-ｚ
ｃ
ｇ
冨

装。④巴

卸◎ざＵ
舜○耐乏

科。巨
尉◎覇

ることを反映しているのであろう。ここで描成鉱物の

AlgO;に注｢1すると，いずれの遺跡のトレモラ閃石でも

0.8%以下，カミンク・トン閃イiと|血閃"ではともに0.8%

以̅1､̅で，これらはいずれも余粁のAI:O;含ｲj.l,iに人きな

影響を与えない。しかし，ホゲット遺跡の試料では，緑

泥石が普遍的に含まれ，カオリン鉱物，クロムスビネル

が含まれることがある（今岡ほか,２005)｡既述のよう

に定量分析の結果では，緑泥布のAluO!は１１１８%,

カオリンのそれは３６％，クロムスピネルのそれは１４-

２３％である。これらの鉱物は岩ｲi'lr!の容量が仮に１０%

以卜でも全岩のALO{に人きな影響を与える。したがっ

て，ホゲット遺跡の石蝸のより高いAl20;は，緑泥石の

1０



表６緑泥石の化学糸l1成
rablc.６Micl･oprobeanal]･scsandstrLIclLiralformultlcofchloI-itc

Sp.NO.
Point：

ＮＨ､0６
５７

ＮＨ-０６
２

ＮＨ-０６
３

ＮＨ-０６
４２

ＮＨ-Ｏ６
４２

ＮＨ-ｌ８
８

ＮＨ-１８
２

ＮＨ-ｌ８ＮＨ-ｌ８ＮＨ-２０
１ １

ＮＨ-２０
３

ＮＨ-２０
７６

ＮＨ-２０
２

§i()，
ＴｉＯ，
AIzO３
Cr２()3
ＦｅＯ＊
ＭｎＯ
ＮｉＯ
MgO
ＣａＯ
『Ibtal

３５．８９
，．．．

１１．２４
１．６８
７．２６
０．０１
０．０３

29.89
, . . .

86.00

３１．２２
，．．．

１２．５５
３．０６
７．８４
０．０１
０．００

３１．１１
，．．．

８５．７９

30.56
, . . .

13.58
３．５４
８．３６
０．０２
0.01

30.51
, . . .

86.58

30.70
, . . .

14.31
１．７９
８．９７
０．０１
0.04

30.55
, . . .

86.37

３０．４５
，．．

１４．２９
０．８３
９．５５
０．０２
０．０１

30.14
皿.ｄ

85.29

４

１

０

５

８

８

１

９

５

１

１

０

二

ｓ

２

３

０

２

１

０

８

●

●

●

●

。

。

●

●

●

■

０

０

７

０

９

０

０

８

０

５

３

１

２

８

30.49
０．０２
１８．３０
０．３２
10.07
０．０７
０．２３

28.17
０．０４

８７．７１

30.40
0.03
17.57
0.23

10.40
０，１０
0.24

28.43
0.04

87.44

32.37
０．０２
１４．５２
０．３２
８．１０
，．．
０．２１

30.83
0.04

86.41

２９．８１
０．０４

１７．５７
0.34

10.92
０．１２
0.21

28.14
0.02

87.17

31.00
０．０１
１６．５６
０．９１
8.09
, . .
0.44

29.88
０．０２

８６．９１

９

．

７

１

０

４

１

９

７

８

１

．
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４

６

０
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２
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３

ａ
ｎ
４
０
８
叺
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０
０
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３

１

３

８

３

０

１

７

０

６

７

１

３

８

６

０

４

５

７

０

１

３

１

９
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■

■

●

●

■

●

。

■

●

１

０

５

１

８

０

０

８

０

５

３

１

２

８

cationS,O=２８
Ｓｉ
Ｔｉ
Ａｌ
Ｃｒ
Ｆｅ
Ｍｎ
Ｎｉ
Mg
Ｃａ
Ｔｏｔａｌ

４

０

０

８

８

２

５

６

０

３

６

０

７

５

７

０

０

４

０

２

９

０

５

２

１

０

０

６

０

６

。

■

●

●

●

、

●

■

６

。

６

０

２

０

１

０

０

８

０

９１

１

０

３

０

０

２

０

７

０

３

９

０

３

８

０

０

０

９

０

０

１

０

９

４

３

０

０

１

０

１

■

●

■

■

■

■

■

。

●

①

６

０

２

０

１

０

０

９

０

０２

３

０

０

３

０

３

２

０

０

０

３

０

６

５

８

０

０

８

０

１

０

０

１

５

３

０

０

９

０

１

■

●

■

。

。

●

●

、

●

ゅ

６

０

３

０

１

０

０

８

０

０２

８

０

８

９

０

２

６

６

０

９

５

０

２

７

８

０

０

８

０

３

０

０

３

２

４

０

０

９

０

１

●

、

■

色

Ｆ

各

各

■

●

●

６

０

３

０

１

０

０

８

０

０２

6.304
０．００３
3.333
0.049
1.319
0.000
0.033
8.951
0.008

20.001

6.229
0.000
3,577
0.244
1,433
０．０１０
0.027
8.312
0,027

19,860

６

０

６

１

６

３

２

１

０

５

８

０

６

３

９

０

０

８

０

６

０

０

３

１

５

０

０

９

０

１

●

申

●

●

ゅ

●

■

■

○

令

６

０

３

０

１

０

０

８

０

０２

5.956
0.001
4.076
0.039
1.550
０．０１３
０．０３３
8.305
0.011

19.984

5.910
0.003
４．１８１
0.049
1.632
0.011
0.036
８．１４１
0.008
19.972

5.928
0.004
4.038
0.035
1.696
0.017
0.038
8.265
0.008

20.029

6.025
0.001
3.794
０．１４０
１．３１５
0.000
0.069
8.658
0.004

20.006

７

０

０

２

６

７

７

３

５

７

９

０

１

６

８

０

１

０

３

１

３

０

３

０

３

０

０

７

０

９

■

◆

●

●

●

●

■

■

Ｇ

●

６

０

３

０

１

０

０

８

０

９１

６

６

８

３

４

０

３

１

４

５

５

０

６

５

９

２

３

４

０

７

８

０

０

０

７

０

０

２

０

０

●

。

■

■

■

●

●

。

Ｆ

①

５

０

４

０

１

０

０

８

０

０２

87.15
０．１３

86.81
０．１３

86.26
０．１４

85.30
０．１５

７

７

９
Ｊ

２

０

８ 82.12
０．１８

84.27
０．１６

83.30
０．１７

88.01
０．１２

87.61
０，１２

86.68
０．１３

85.86
０．１４

84.91
０．１５

mg#
Fe/(Fe+Mg)

Sp.Noは表１に対応,n.d.:notdeteI･mined,FeO*:'IbtalFeasFeO,mg#:Mg×100/(Mg+Fe)

衣８クロム・スピネルの化'､ j f :組成
Table､８Micl･oprobeanal) 'scsandst l -ucturalformulaeofC1

spincl.

カオーリンの化‘,緋ll成
ana l v s e sands t r uc t u r a l I o rmu l a co I

- i 二 一
衣 Ｉ

Microprobe
ｋａｏｌｉｎｉｔｅ．

｢ａｂｌｃ-７

ＹＵ-０７
２

ＹＵ-０７
３

ＹＵ-１３ＹＵ-１３-１
１ ２

ＹＵ-０７
１

SP.No
ＰＯｉｔ：

ｏＮ
ｔ

ｐ
ｍ

Ｓ
Ｐ

ＮＨＯ５
１

０．０３
０．０４
１６．３３
50.45
２９．０２
０．４３
０．０２
４．３１
０．０１

１００．６４

０．０８
０．１７
23.38
44.60
１９．３０
０．２５
０．１３
１２．７５
0.01

100.67

Ⅲ
凹
蛇
佃
副
釧
帽
鋼
旧
昭

申

■

■

○

■

■

■

Ｕ

●

●

０
０
２
３
６
０
０
６
０
側

２

４

２

１

０.㈹
０．０２
１４．６３
52.14
２８．５１
０．３９
０．０４
４．４１
０.㈹

１００．１４

和←、．“皿函岬叩哩吋函

０⑪１
０．０２

１５．３４
５２.鋼
２８．１２
０．３３
０．０５
４．２２
０．０１

１側.9４

SiO，
TiOz
AIzOJ
Cr203
ＦｅＯ＊
ＭｎＯ
ＮｉＯ
MgO
ＣａＯ
Na２0
K２0
Ｔｏｔａｌ

判.1０
０．００

36.46
１．５７
１．３２
０．０３
０．０４
１．３８
０．１９
０．０１
０．０４
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Sp･No･は表１に対応
ＦｅＯ＊：ＴｏｔａｌＦｅａｓＦｅＯ

Sp･Nｏ．は衣１に対応,FeO*:TotalFeasFeO
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石薄片を作成するために最低ｌ×ｌ×0.5cmの試料が必

要であるし，全岩化学組成の分析のためには，最低lg

の試料が必要である．限られた量の考J,試料から産地推

定を行う場合に，序ﾀ|｣化した複数の指標をもっているこ

とは有効であろう。

以上の議論から，草戸千軒町遺跡出土の石鍋は型式の

違いに関係なく，大部分が西彼杵半島一帯からもたらさ

れたとする鈴木(1998)の推論を支持する。しかし１点

ではあるが，直閃石を含む資料を発見できた意義は大き

く，少量ながらも下請川南遺跡近辺で生産された石鍋か，

備後地域にまでもたらされた可能性を示している。

鈴木(1995)によれば，瀬戸内の流通網が一気に活発

化する時期があり，最も活発に行われたのが,1３1H紀

後半から１４世紀はじめで,1４1H:紀後半は少なくなる。

そのことは，東播系須恵器や常滑焼などの陶磁器からも

いえる。草戸千軒町遺跡の石鍋のデータは，草戸千軒町

遺跡において集落の成立した１３世紀中頃から石蝸の出

ｔ量がピークを迎える１４世紀にかけて，瀬戸内地域を

めぐる商品流通が西彼杵半島と中部瀬戸内地域との間で

活発に行われていたことを示すのであろう。

また，卜請川南遺跡近辺で生産されたと考えられる，

点の資料の型式は，草戸千軒町遺跡において最も多く出

士している第５型式の資料であり，各地で最も石鍋の需

要が増大したと考えられる時期の製品である。瀬戸内一
'帯の'淵占[1I流通が活発になり，各地でｲf鍋の需要が増大し

た時１９'に，幽彼杵半島のみならず，宇部近辺の製品も瀬

戸内海航路を経山して流通したことを，草戸千軒町遺跡

出土資料の分析結果から想定することが可能になった。

存在に起因し，さらにクロムスピネルやカオリンが含ま

れる場合にはそれらの相乗効果によるものと推定される。

5.2草戸千軒町遺跡出土の石鍋の産地推定

偏光顕微鏡観察やSiO１-A120｝図,ALO:』Ga図'二で

ホケット遺跡と下請川南遺跡の石蝸が識別できることが

分かった。そこで，多数の石鍋が出十Ｌ，多くの資料に

ついて型式分類や変遷が研究されている広島県福|Ⅱ市に

ある草戸千軒町遺跡出土の石鍋２５試料（表９,KSシ

リーズ）についてその性状を検討した。試料の詳細につ

いては，鈴木(1998)によって報告されている｡XRF

の分析方法や分析精度は既述のとおりである。分析結果

を表１０に示す。

上述のSiO2-Al2Q}IxI(IXI２)|之に草戸千IMI:lll｣遺跡川

上のｲ-i鍋の分析値をプロットすると，ほとんどの試料は

ホゲット遺跡の滑府片岩のようにAluO,｝に富み,SiO2

に乏しく，それと同じフィールドにプロットされる。

Al20IGa図（図３)上でもホゲット遺跡の試料とInl様

にGaに富む。しかし，そのうちの７試料については両

者の中間的なフィールドにプロットされた。これらの試

料を顕微鏡下で観察したが，そのうちの６試料は他の草

戸千軒町遺跡出士の石鍋試料と同じく，直閃石は全く見

られず，滑石の粒度が大きく，緑泥石やカオリンを含み，

岩石記載学的特‘|ｿtはホゲット遺跡のそれと有‘意な差異は

認められなかった。しかし特記すべきは，表９のKS-

０３の試料には直閃石が見いだされたことである。心閃

石は明らかに隔間lili構造を切って成長しており，接触変

成作用によって形成されたものと推定される（今岡ほか，

2005)。この試料だけは，滑石のサイズが小さいなど，

下請川南遺跡の試料に類似している。緑泥石やカオリン

が少量見られた。

石鍋の産地推定にあたっては，今I可下請川南遺跡のす
べての試料に接触変成作用によって形成された直閃石が

例外なく見いだされたこと，全岩化学組成は生産遺跡に

よって完全に異なるものではなく，一部にオーバーラッ

プした領域を有し，鉱物のモード組成などによっても変

化することなどから，直閃石の有雌を一次指標とし，全

岩化学組成の相違を二次指標とするのが妥当であろう。

直閃石の有無を調べるためには，偏光砿微鏡観察用の器

６．おわりに

石鍋製作所跡として現在明確なのは既述のように下請

川南遺跡とホゲット遺跡の２カ所であるが,U本列島の

変成帯や構造帯には大小さまざまな蛇紋岩が分布するこ

とから考えると，今後の発掘によって新たな製作所跡が

見つかる可能性は十分ある。かつて宇野(1977)は京都

入学遺跡III_l:の石鍋の生産地を京都府大江lllに，岡田

(1982)は加悦谷lll-tの石鍋を'１じく人il:山に推定した。

河内(1991)は和歌l11県下の石鍋の生産地を竜門山・鳩

羽山山系の滑石鉱ll｣跡に求めている。このように長崎県
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や山口県以外に製作跡の存在を,ｆ唆する研究もある。今

後，第３，第４の製作所跡が兇つかる可能1ｿ|；もあるだろ

う。そのllfにはそれらの才‘桁学的・鉱物学的特‘|ｿ|ﾐを|ﾘlら

かにし，比'陵・検討する必要があることは｢;.うまでもな

い。その意味で，敢えてこの度は瑞石や鉱物の化学組成

については，多くの紙liiiを割いて分析値を褐放した。本

研究がその端緒となれば幸いである。

今回，石鍋原材料が被った白亜紀花崗瑞による接触変

成作用や全瑞化学組成に着目することによって，下請川

|村遺跡とホケット遺跡で製作された石鍋を識別すること

が可能になった。筆者らはそれらの成果に基づいて,H

本ﾀ|｣島各地の消費遺跡''１土のｲ3鍋についても出ｔ状況や

!唯地|司定の研究を進めており，｜､.!浦川南遺跡とホゲット

遺跡の中世行鍋の生産・流通体系における位澗づけにつ

いても解明を進めているが，それらの詳細については別

搬で繩告の予定である。
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Compara t i veStudyofRawMater i a l so f
D iverseStonePansMadeofTa lcSch is t
TheHogettoSiteinNagasakiPrefectureandShimoukegawa-minamiSitein
YamaguchiPrefecture,Japan

Teruyosh i lMAOKA!) ,TetsuyaNAKAMURA2) ,YasutakaHAYASAKA３),
andYaSuyuk iSUZUKI !

!}DepartmentofEarthSciences,FacultyofScience,YamaguchiUniversity,

1677-lYoshida,YamaguchiCity,Yamaguchi753-8512,Japan
2)YamaguchiPrefectureArcheologicalandCulturalPropertiesCenter

３-２Kasuga-cho,YamaguchiCity,Yamaguchi753-0073,Japan
;)DepartmentofEarthandPlanetarySystemsScience,GraduateSchoolofScience,Hiroshima

University,l-3-2Kagamiyama,Higashi-hiroshimaCity,Hiroshima,739-8526,Japan
'!HiroshimaPrefecturalMuseumoIHistorv,

2-4-lNishi-machi,FukuyamaCity,Hiroshima720-0067,Japan

Opticalmicroscopy,bulk-rockanalysesandelectronmicroprobeanalysesofrock-formingmin-

eralshavebeenperformedtocomparetherawmaterialsofstonepansmadefromtalcschistsof

theHogettos i te inNagasak iPrefectureandSh imoukegawa-minamis i te intheYamaguch i

Prefecture.ThestonepansoftheHogettositecontaintremol ite,chlor itesand/orkaol in ites,

whilethoseoftheShimoukegawa-minamisitehavesufferedcontactmetamorphismandcontain

anthophyl l i teand/orcummingtonite .ALO;andGacontentsofthestonepanarehigher inthe

Hogettos i tethanthoseoftheSh imougegawa-min imis i te ,andSiO2content ish igher inthe

Shimoukegawa-minamisitethanthosGoftheHogettosite.Di[[erencesinAl２0!contentsareduc

tovariablecontentsofchloriteandkaolin,andAl２0３isproportionaltothemodeoftheseminerals

inthepotpan.Talc,tremolite,cummingtonite,anthophyll ite,chlorite,kaolinandCr-spinelinthe

stonepanareana lyzedfromtwosi tes .D ifferenceinchemistryarefoundintheMg/(Mg+Fe)

ratiooftremolite-actinolite,i.e.,0.90-0.94intheHogettositeandO.82-0.87intheShimoukegawa-

mm am l s l t e

Bascdonthebu lk - rockana l yses ,weproposedthegeochemica ld i sc r im ina t iond iagramsof

s tonepanof twos i tes , i nwh ich theprovenanceof therocks inques t ionhavebeen ident ifiedby

SiO3-ALO３andAl２０３-Gadiagrams・Usingthesediagrams,XRFanalyticalresultsoftheKusado

Sengen - c ho s i t e , amed i e v a l s e t t l emen t l o c a t e d i n t h ep r e s e n t F u ku y amaC i t y , H i r o s h ima

Prefecture ,Japan ,arec lass i f iedtothoseoftheHogettos i te・It is , therefore ,arguab lethat the

s tonepans i n theKusadoSenngense t t l emen twere t r anspor ted f romtheHoge t to ,Nakasak i

Prefecture,４0０kmwestofthesite.
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